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鶴 谷 裕 二

　2025年11月６日から10日にかけて、クアラルンプールでＡＰＡＡ（アジア弁理士協会）の第21回総会及

び理事会が開催され、私も参加の機会を得た。世界各国から知財実務家が一堂に会するこの大会は、各国

の最新動向に触れる場であると同時に、長年の友や新たな仲間と直接顔を合わせ、信頼関係を深めること

のできる得難い機会でもある。今回もまた、その双方において実り多い五日間となった。

　今大会でも、各専門委員会には知財実務の最前線を映す特別トピックが掲げられた。特許委員会は「発

明の単一性（Unity of Invention）」を取り上げ、越境出願において各国の判断基準が交錯する難所を論

点とした。商標委員会は「非伝統的商標」、すなわち形状・色彩・音・香り・動き等の識別性と機能性の

評価を主題に据えた。著作権委員会は「ＡＩ生成物と著作権」を、意匠委員会は組物やシリーズといった

「まとまりのある意匠」の保護を、新興知財権委員会は「ディープフェイクと知財」を、模倣品対策委員

会は「税関法・実務の最新動向」を、それぞれ特別トピックに掲げた。

　あわせて、生成ＡＩのリーガル実務への統合と倫理、標準必須特許（ＳＥＰ）とFRAND、非伝統的商

標をめぐる混同のおそれの判断といったラウンドテーブルや、グローバル特許戦略、デジタルプラット

フォーム上の越境商標侵害への対応を扱うワークショップが組まれた。さらに、若手会員を対象とするメ

ンターとのセッションや、近年存在感を増す女性会員のネットワーキングの時間も設けられ、世代や立場

を超えた交流の機会が周到に用意されていた。各国で運用の分かれる論点を丹念に洗い出し、制度調和へ

の糸口を粘り強く探ろうとする本協会の姿勢は、随所ににじみ出ていた。

　そして、私にとってとりわけ大きな意義をもつのが、各国代理人との直接の対話である。会期中は、欧

州やアジア各国の旧知の代理人や、新たに紹介を受けた事務所と顔を合わせ、係属案件の相談や相互の送

客の可能性について率直に語り合った。とりわけ、長年メールのみでやり取りしてきた相手と初めて対面

し、その人柄に直に触れられたことは、今後の協働の確かな礎となるに違いない。対話の中では、各国の

制度改正の温度感や、現地代理人が日本企業の出願をどう捉えているかといった、文献からは決して伝わ

らない生きた情報にも数多く接することができた。国や制度の違いを越えて同じ専門家として課題意識を

分かち合える相手の存在は、日々の実務における何よりの励みでもある。こうした一次情報と人の縁の蓄

積は、クライアントへの的確な助言に直結する、何物にも代え難い財産である。書面やメールでは決して

埋まらぬ距離が、わずか数十分の対面で一気に縮まる感覚は、毎度のことながら新鮮であった。

　会議の合間に設けられたエクスカーション（ツアー）にも参加した。国王の公邸である国立王宮（イス

タナ・ネガラ）の門前では、純白の馬にまたがり微動だにせず立つ近衛兵の凛とした姿に思わず見入った

（写真１）。炎天下にあって一切の乱れを見せぬその所作は、王室文化を重んじるこの国の矜持を体現し

ているかのようであった。近郊に広がる豊かな緑と、ペトロナスツインタワーのそびえる近代的な都心と

が同居する景観は、伝統と革新が共存するこの都市の二面性を映していた。移動のバスで隣り合わせた他

国の仲間と語り合った時間は、机上では決して得られぬ稀有なものであった。
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写真１　国立王宮（イスタナ・ネガラ）門前に立つ騎馬の近衛兵

　ツアーの途次、市中の賑やかなマーケットで「果物の王様」と称されるドリアンを大胆にあしらった鮮

やかな半袖シャツを見つけ、迷わず手に入れた（写真２）。店先で目に飛び込んできた瞬間に心を奪わ

れ、店主と片言の英語を交わしながら買い求めたやり取りも、忘れがたい旅の一場面となった。独特の芳

香と圧倒的な個性で人を選ぶドリアンは、マレーシアという国の懐の深さと文化的豊かさを象徴する存在

そのものであり、このシャツをまとう日が来るたびに、各国の仲間との語らいと現地の熱気が鮮やかによ

みがえることだろう。

写真２　市中で手に入れたドリアン柄の半袖シャツ

　知財実務において、我々は常に最新の技術動向と法令の変遷を追い続けることを求められる。しかしそ

の営みの根底にあるのは、突き詰めれば人間同士の信頼関係に他ならない。ＡＰＡＡが長年培ってきた

「顔の見える関係」こそが、複雑さを増す現代の知財戦略において、いかなるデータベースにも代え難い

最も強力な資産となる。クアラルンプールの熱気と人々の温もりの中で再確認した「アジアの連帯」を胸

に刻み、今大会で得た縁の一つひとつをこれからも大切に育てながら、次なる総会での再会を期して、

日々の知財活動に邁進していきたい。末筆ながら、本大会の運営に多大なる尽力を惜しまれた現地ホスト

チームの皆様、並びに事務局の関係各位に、心より感謝申し上げる。




